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平成31年度の重点施策

■ 安心・安全な村づくり
◦平成30年8月豪雨災害による

耕地・公共土木施設災害復旧
事業

◦村道合海大坪線道路改良事業
◦村道里道線道路改良事業
◦上山橋橋梁長寿命化対策事業
◦蝉ノ沢橋橋梁長寿命化対策事

業（新規）
◦除雪車購入事業
◦消防ポンプ積載車購入事業
◦高齢者の運転免許証自主返納

支援事業
◦防犯灯LED更新事業

■ 人材の育成
◦３歳から５歳児の保育料無償化
◦０歳児からの保育受入れや学

童保育の実施による、子育てし
やすく働きやすい環境づくり

◦小中学生を対象とした村営塾
や教育講演会の実施

◦若者の結婚を後押しする結婚
相談事業

■ 産業の振興
◦山間地域等農業機械導入支援

事業
◦インバウンド事業の推進
◦地元の消費換気を図るプレミ

アム付商品券発行事業
◦小規模事業者持続化事業
◦肘折温泉街のライトアップや

プロジェクションマッピング
で夜の肘折を彩る温泉街活性
化事業（新規）

◦大蔵村の「雪」と「おおくら
くん」をモチーフとした特産
品開発事業（新規）

■ 福祉の充実と生活環境整備
◦一人暮らし老人をはじめとす

る要援護者巡回事業
◦中学生までの医療費無料化
◦各種予防接種に対する助成な

どの支援対策
◦赤ちゃん応援メッセージギフ

ト事業、ブックスタート事業

　

平
成
31
年
度
は
明
治
22
年
町
村
制
施
行
と

と
も
に
、
大
蔵
村
が
誕
生
し
て
か
ら
１
３
０

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
と

と
も
に
、
地
方
に
お
け
る
人
口
減
少
と
い
っ

た
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い

て
も
、
出
生
者
数
の
減
少
や
進
学
、
就
職
な

ど
に
起
因
し
た
転
出
等
に
よ
り
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
人
口
減
少

対
策
へ
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

次
の
時
代
を
見
据
え
た
村
づ
く
り
の
考
え

の
も
と
、
平
成
31
年
度
は
「
安
心
・
安
全
な

村
づ
く
り
」、「
人
材
の
育
成
」、「
産
業
の
振

興
」、「
福
祉
の
充
実
と
生
活
環
境
整
備
」
を

政
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
、
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り

　

本
村
は
豪
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
や
地
形

的
・
地
質
的
に
災
害
の
発
生
が
多
い
地
域
と

い
わ
れ
て
お
り
、
過
去
に
多
く
の
人
的
被
害

を
も
た
ら
し
た
災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
大
雪
に
始
ま
り
、
４
月
の
融
雪
災
害
、

８
月
に
は
二
度
に
わ
た
る
豪
雨
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
と

考
え
、
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
や
自
助
、
共

助
の
観
点
か
ら
住
民
同
士
の
助
け
合
い
を
促

す
自
主
防
災
組
織
の
充
実
、
自
治
消
防
団
に

産
業
の
振
興

　

昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
農
地
や

農
業
用
施
設
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
農

地
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
が
危
機
的
状

況
と
な
り
ま
し
た
。村
と
し
て
、農
家
の
方
々

の
営
農
意
欲
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

国
や
県
の
支
援
を
得
な
が
ら
そ
の
復
旧
・
復

興
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
村
の
農
業
は
近
年
、
園
芸
作
物
の
産
出

額
が
著
し
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
様
々

な
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
へ

の
総
合
支
援
事
業
に
重
点
を
お
い
た
取
り
組

み
を
展
開
し
た
結
果
、
毎
年
数
名
程
度
の
新

規
就
農
者
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
域
の
農
業
は
、
小
規
模
な
耕
地
面

積
か
ら
、
国
が
進
め
る
農
業
の
大
規
模
化
に

取
り
組
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国
の
補

助
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
な
い
山
間

地
域
の
農
業
者
を
対
象
と
し
た
農
業
機
械
導

入
支
援
事
業
を
創
設
し
、
農
業
経
営
継
続
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
利
用
者

お
け
る
設
備
更
新
な
ど
の
機
能
強
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
は
、
救
助
活
動
な
ど

で
道
路
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
国

の
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か

年
緊
急
対
策
を
活
用
し
な
が
ら
、
迂
回
路
な

ど
ダ
ブ
ル
ル
ー
ト
を
確
保
し
つ
つ
、
生
活
環

境
の
向
上
に
つ
な
が
る
道
路
網
の
確
立
を
視

野
に
入
れ
整
備
促
進
に
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
等
に
つ
い
て
は
、
災
害

発
生
時
に
お
い
て
も
有
効
に
機
能
し
、
業
務

継
続
が
確
実
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
水
害
や
地
震
な
ど
様
々
な
災
害
に
対
し
、

業
務
継
続
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、役
場
庁
舎
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、様
々

な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
的
に
高
齢
者
に
起
因
し
た

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
村

で
は
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
、
運
転
免
許
証

の
返
納
を
促
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
30

名
の
方
か
ら
運
転
免
許
証
の
返
納
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指

し
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
運
転
免
許
証

を
返
納
し
た
方
々
で
も
気
軽
に
出
か
け
る
こ

と
の
で
き
る
公
共
交
通
の
充
実
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
声
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
村
営
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

人
材
の
育
成

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
制
度
の
見
直
し
を
行

い
、
営
農
意
欲
の
維
持
向
上
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
肘
折
温

泉
を
核
と
し
た
本
村
の
観
光
産
業
は
、
旅
行

形
態
の
変
化
や
全
国
的
な
人
口
減
少
に
伴
う

国
内
旅
行
者
の
減
少
な
ど
か
ら
大
変
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

打
破
す
る
た
め
、
村
で
は
こ
こ
数
年
、
過
去

最
大
規
模
の
観
光
振
興
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
。
近
年
は
、
空
港
を
拠
点
と
し
て
肘
折
温

泉
を
訪
れ
る
方
々
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
に
伴

い
、
空
港
か
ら
の
二
次
交
通
の
確
保
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

山
形
空
港
か
ら
の
二
次
交
通
の
確
保
と
と
も

に
、
仙
台
空
港
か
ら
の
二
次
交
通
の
確
保
に

も
、
県
の
支
援
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
村
内
の
小
規
模
事
業
者
を

対
象
と
し
た
、
国
や
県
の
小
規
模
事
業
者
持

続
化
交
付
金
事
業
へ
村
独
自
に
補
助
金
を
上

乗
せ
し
、
旅
館
業
や
商
工
業
の
改
装
な
ど
を

　

こ
れ
ま
で
、
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
あ

る
と
い
う
考
え
か
ら
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
教
育
の
充
実
と
あ

わ
せ
、
村
営
学
習
塾
「
お
お
く
ら
未
来
塾
」

で
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
昨
年
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
お
い
て
、

小
学
生
は
全
国
平
均
及
び
県
平
均
を
大
き
く

上
回
り
、
中
学
生
に
お
い
て
も
県
平
均
を
保

つ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
文
化
活
動
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

た
ち
の
活
躍
が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
の
促
進
に
よ
る
人
口
減
少
対

策
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
他
市
町
村
に
先
駆
け
た

子
育
て
支
援
住
宅
の
設
置
や
大
蔵
村
保
育
所

に
お
け
る
０
歳
児
か
ら
の
保
育
の
受
け
入
れ
、

学
童
保
育
、
各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
、

一
部
を
除
き
無
料
で
手
軽
に
受
け
ら
れ
る
体

制
の
整
備
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
改
善
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
は
村
内
保
育
所

の
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
保
育
料
の
無

償
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
の
施
策
と
し

て
今
年
10
月
か
ら
、
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
国
の
方
針
を
見

据
え
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
意
を
配
し
て

い
き
ま
す
。
多
く
の
皆
様
か
ら
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
、
学
童
保
育
の
対
象
年
齢
の

拡
大
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
の
充
実
と
生
活
環
境
整
備

　

高
齢
者
が
地
域
住
民
と
気
軽
に
集
う
こ
と

が
で
き
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
各
地
域

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
事
業
を

拡
充
し
、
福
祉
型
の
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
住
民
主
体
の
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組

み
を
つ
く
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
生
活
支
援
、
介
護
予
防
を
目

指
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
や
除
雪
等
と
い
っ
た
生
活
支
援
や
子
ど
も

や
障
が
い
を
持
つ
方
々
な
ど
、
多
世
代
の

方
々
も
対
象
と
し
た
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
面
で
は
、
村
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ

る
診
療
所
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
ヘ
ル
シ

ー
テ
ィ
ー
ス
事
業
に
よ
る
口
腔
衛
生
教
育
や

保
育
所
に
お
け
る
フ
ッ
素
洗
口
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
む
し
歯
の
罹り

患か
ん

率
が
非
常
に
低

施政方針と当初予算

く
、素
晴
ら
し
い
成
績
と
な
っ
て
お
り
、今
後

も
継
続
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
検
診
事
業
に
つ
い
て
も
、
内
容
の

充
実
や
利
用
し
や
す
い
料
金
体
系
を
構
築
し

た
こ
と
に
よ
り
、
受
診
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
疾
患
の
早
期
発
見
に
よ
る
生
活
習
慣

の
改
善
、
健
康
維
持
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
妊
婦
健
康
診
査
事
業
や
特
定
不
妊

治
療
に
対
す
る
支
援
、
新
生
児
を
持
つ
母
親

へ
の
相
談
や
支
援
の
充
実
を
図
り
、
不
安
の

解
消
に
努
め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
住
宅
を
退
去
し
た

方
々
の
受
け
皿
と
し
て
、分
譲
団
地
の
造
成
を

進
め
て
お
り
、
本
年
度
の
分
譲
開
始
を
目
指

し
ま
す
。
様
々
な
補
助
事
業
を
組
み
合
わ
せ
、

若
い
方
々
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
夢
が
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
育
て
支
援
・
福
祉
の
充
実
し

た
村
づ
く
り
を
進
め
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
村
の
実
現
に
む
け
、
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

平成31年度　大蔵村施政方針

４つの政策を柱にした
次の時代を見据えた村づくりへ

村議会３月定例会で本年度の村政の基本となる平成31年度施政
方針が示されました。その内容についてお知らせします。



分担金及び負担金等
　5.0％村税

　8.4％

繰入金
　11.7％

地方交付税　48.2％

国庫支出金
　6.5％

県支出金
　6.4％

村債
　11.5％

地方消費税交付金
　1.4％

諸支出金・予備費
　0.1％

総務費
　16.8％

民生費
　17.0％

衛生費
　8.2％

土木費
　17.4％

消防費
　3.6％

教育費
　8.9％

公債費
　12.1％

農林
水産業費
　7.5％

労働費
　0.2％

商工費
　3.3％

災害復旧費
　3.1％

議会費　1.8％ 地方譲与税等
　0.9％

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

一般会計
歳 出

一般会計
歳 入

自主
財
源

依 存 財 源

29億
4,000万円

31億
1,500万円

30億
5,000万円

35億
6,000万円 33億

8,000万円

36億
7,000万円

39億
9,000万円

39億
7,000万円 37億

3,000万円 35億
9,000万円
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平成31年度特別会計予算額一般会計の当初予算額の推移

一般会計予算総額

35億9千万円
（前年度比 1億4千万円の減）

平成３１年度  大蔵村 の
村では、限られた財源を生かし行政サービスを行っていま
す。税金がどのように活用されるのか、平成31年度予算の
概要をお伝えします

予算

会　　計　　名 本 年 度 前 年 度 増減率(％)
国民健康保険特別会計 4億700万円 4億6,350万円 △ 12.2
簡易水道事業特別会計 2億7,990万円 2億100万円 39.3
特定環境保全公共下水道事業特別会計 1億6,350万円 1億7,720万円 △ 7.7
へき地診療所特別会計 2億3,790万円 2億2,710万円 4.8
介護保険特別会計 4億6,100万円 4億3,570万円 5.8
浄化槽整備事業特別会計 2,380万円 2,620万円 △ 9.2
後期高齢者医療特別会計 3,630万円 3,640万円 △ 0.3
団地造成事業特別会計 330万円 6,880万円 △ 95.2

一
般
会
計
の
概
要

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

は
、
大
型
事
業
に
一
定
の
目
途
が
た
っ

た
こ
と
か
ら
、
総
額
は
35
億
９
千
万
円

と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

１
億
４
千
万
円
（
３
．８
％
）
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
や
国
、
県

支
出
金
、
村
債
の
割
合
が
非
常
に
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
国
の
地
方
財
政
対
策

の
動
向
次
第
で
村
の
財
政
運
営
が
大
き

く
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
課
税
客
体
の
極
め
て
少
な
い
本

村
で
は
、
村
税
な
ど
の
自
主
財
源
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
で
は
、
土
木
費
が

全
体
の
17
．４
％
を
占
め
、続
い
て
民
生

費
17
．０
％
、
総
務
費
16
．８
％
、
公
債

費
12
．１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

事
業
と
し
て
、
昨
年
８
月
の
豪
雨
に
よ

り
村
内
各
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
農
地
・

林
道
・
公
共
土
木
施
設
の
甚
大
な
被
害

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
で
も
災
害
復

旧
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
31
年

度
予
算
に
お
い
て
も
耕
地
災
害
復
旧
費

と
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
を
計
上

し
、
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
、
そ
の
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特

定
の
歳
出
に
充
て
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
会
計
で
、
村
に
は
８
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
で
は
、
安
心
安
全
な
水
の
供
給

の
た
め
肘
折
浄
水
場
膜
ろ
過
設
備
設
置

事
業
、
公
共
事
業
関
連
の
水
道
管
移
設

事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

へ
き
地
診
療
所
特
別
会
計
予
算
で
は
、

診
療
所
を
核
と
し
た
医
療
環
境
の
充
実

に
向
け
、
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
検
査
装
置
更
新
、

歯
科
診
療
設
備
購
入
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
簡
易
水
道
事
業
の
大
規
模
事
業
は

増
加
す
る
も
の
の
、
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
及
び
団
地
造
成
事
業
で

の
大
規
模
事
業
終
了
に
伴
う
減
少
に
よ

り
、
特
別
会
計
予
算
の
合
計
は
、
前
年

度
比
２
，３
２
０
万
円（
１
．４
％
）の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
」
と
い
う
地
方
自
治
の

本
旨
に
則
り
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

平成31年度一般会計の主な事業
　（単位：千円）

■ 総務費 601,970
村営バス運行事業 51,448
広域行政の推進事業 28,443
ふるさと納税推進事業 13,143
防犯灯LED更新事業 12,000
地域おこし協力隊事業 2,391
村制施行130周年記念事業 2,380

■ 民生費 609,478
障害福祉事業 128,830
老人福祉事業 82,650
児童手当 46,200
要援護者巡回事業 1,797

■ 農林水産業費 268,428
中山間地域等直接支払交付金事業 44,542
多面的機能支払交付金事業 23,880
産地パワーアップ事業 11,555
農業次世代人材投資事業 11,000
山間地域等農業機械導入支援事業 6,000

■ 衛生費 293,031
へき地診療所運営費繰出金 64,000
広域行政の推進事業 47,169
ごみ収集事業 16,769

■ 土木費 626,536
道路維持事業 122,997
村道除排雪対策事業 111,000
村道合海大坪線道路改良事業 103,400
除雪車購入事業 31,114
蝉ノ沢橋橋梁長寿命化対策事業 30,000
住宅リフォーム総合支援事業 6,000

■ 商工費 119,960
地域活性化促進事業 42,103
プレミアム付商品券発行事業 4,300
小規模事業者持続化事業 1,800
特産品開発事業 1,500

■ 教育費 321,461
小・中学校管理運営事業 94,219
スクールバス運行管理事業 44,436
スクールバス購入事業 10,088
おおくら未来塾事業 4,400

■ 消防費 128,080
広域行政の推進事業 65,678
消防施設整備費 23,519
消防ポンプ積載車購入事業 12,540
防災無線管理費 3,826

■ 災害復旧費 111,935
H30.8豪雨等による公共土木施設災害復旧事業 88,535
H30.8豪雨等による耕地災害復旧事業 18,340

施政方針と当初予算



ウエスト　96.7ｍ
　体　重　約 2,650t

身長
11.2ｍ
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巨
大
雪
だ
る
ま
「
お
お
く
ら
君
」

　
大
蔵
村
の
春
の
風
物
詩
、
巨
大
雪
だ
る
ま
「
お

お
く
ら
君
」。
平
成
７
年
の
初
代
「
お
お
く
ら
君
」

の
高
さ
は
29
．
43
メ
ー
ト
ル
。
当
時
、
世
界
一
高

い
雪
だ
る
ま
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
20
年
の
「
お
お
く
ら
君
14
世
」
ま

で
は
湯
の
台
ス
キ
ー
場
で
、
平
成
21
年
の
「
お
お

く
ら
君
15
世
」
か
ら
は
、
肘
折
い
で
ゆ
館
前
の
広

場
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
お
く
ら
君
」
の
表
情
や
形
は
毎
回
異
な
り
、

過
去
に
は
人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
も
の
や
頭
に
風
船
が
つ
い
た
も
の
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
近
年
は
大
蔵
中
学
校
の
１
年
生

が
「
お
お
く
ら
君
」
の
表
情
な
ど
の
絵
柄
を
考
え

て
い
ま
す
。
今
回
は
佐
藤
史ふ

み

花か

さ
ん（
合
海
）が
描

い
た
イ
ラ
ス
ト
が
採
用
と
な
り
、
今
年
の
干
支
に

ち
な
ん
だ
イ
ノ
シ
シ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
お
お

く
ら
君
25
世
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
お
お
く
ら
君
」
が
で
き
る
ま
で

　
「
お
お
く
ら
君
25
世
」
は
13
日
間
か
け
て
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
２
月
27
日（
水
）に
制
作
を
請
負
っ

た
村
内
建
設
業
者
に
よ
る
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
、

雪
だ
る
ま
づ
く
り
が
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
４

台
の
重
機
で
広
場
の
雪
を
中
央
に
集
め
、
固
め
て

い
き
ま
す
。
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
な
っ
た
ら
、

頭
か
ら
成
形
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
重
機
を
旋

回
さ
せ
て
、
頭
を
丸
く
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
、
削
っ
た
雪
を
上
か
ら
下
へ
と
連
携
プ
レ
ー

で
運
ん
で
い
き
ま
す
。
成
形
す
る
重
機
の
動
き
は

と
て
も
な
め
ら
か
で
、
や
さ
し
く
表
面
を
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。
雪
だ
る
ま
の
形
が
で
き
る
と
、
最

後
は
顔
の
パ
ー
ツ
な
ど
の
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、

つ
い
に
完
成
で
す
。
会
場
に
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
雪
だ

る
ま
の
隣
に
は
す
べ
り
台
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
か
ま
く
ら
や
怪
獣
が
つ
く
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
遊
び
心
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
雪
だ
る
ま
づ
く
り
は
高
所
で
の
作

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
危
険
も
伴
う
と
い
い
ま
す
。

中
で
も
、
頭
の
部
分
を
成
形
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
経
験
の
あ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
務
め
る
そ
う

で
す
。
作
業
員
は
、
土
木
作
業
の
経
験
か
ら
重
機

を
滑
ら
さ
ず
安
全
に
作
業
す
る
た
め
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
頭
の
中
で
何
度
も
繰
り
返
し
、
作
業

を
進
め
ま
す
。

　
春
の
風
物
詩
と
し
て
わ
た
し
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
「
お
お
く
ら
君
」
の
制
作
の
裏
側
に
は
、

雪
の
降
る
地
域
で
培
っ
た
技
術
が
結
集
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

制作１日目  2/27（水）
４台の重機による作業が始まりまし
た。照明塔や電柱に注意しながら、
中央へと雪を集めます。

制作６日目  ３/５（火）
本格的な成形が始まっています。重
機は雪だるまの表面をやさしくなで
るように削っていきます。

制作３日目  ３/１（金）
雪だるまのおおよその位置が決まり
ました。集められた雪は山の形のよ
うに積み重ねられていきます。

制作９日目  ３/８（金）
頭の部分が完成しました。肩から胴
体部分にかけて雪が削られていきま
す。完成まであと少しです。

制作５日目  ３/４（月）
雪だるまの頭と胴体が見えてきました。
１台の重機が頭の上にのり、もう１台
が肩の部分をつくっていきます。

制作13日目  ３/13（水）
雪だるまの隣に滑り台がつくられまし
た。耳やマフラー、顔のパーツなどが
つけられ、おおくら君25世の完成です。

　普段から、自分で考えて絵
を描くことが好きです。これ
までの「おおくら君」には動
物がもとになったものがなく、
今年の干支にちなんでイノシ
シにしました。村公式キャラ
クター「おおくらくん」の赤
と白のマフラーをいれて、特
産のトマトも描きました。私
が描いたものが選ばれるとは
思っていなかったので、驚き
ましたが嬉しかったです。

　雪だるまづくりを任せられ
ると知ったときは不安でした。
私が子どもの頃、父も雪だる
まづくりを経験しており、そ
の姿を見ていました。頭の部
分を成型する際に足場がなく
苦労しました。頭の部分から
降りてくるときには緊張感か
ら心臓がバクバクしました。
みなさんに喜んでもらいたい
と思いつくり上げました。

　今年は雪が少なかったです
が、雪だるまづくりにはちょ
うどいい雪の量でした。雪だ
るまづくりは重機操作の技術
と根性がないとできません。
通常、10ｍの高さで重機を
操作することはなく、しかも
雪の上であることから危険も
伴う作業です。責任感とやる
気がある柿�祐太くんだから
こそ任せることができました。

Interview

◀◀ ◀◀ ◀

豪雪地ならではの技術の結集

今年も「おおくら君」が完成！

大蔵中1年
佐藤史

ふみ

花
か

さん（合海）

建設業
中島照光さん（沼の台）

重機オペレーター
柿�祐太さん（新庄市）
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２
月
24
日（
日
）、
肘
折
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
10
回
記
念

大
会
と
な
る
地
面
出
し
競
争W

orld 

Cup in 

肘
折
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
れ
渡
る
青
空
の
も
と
35
チ

ー
ム
１
７
５
人
が
春
を
掘
り
出
す
た
め

に
豪
雪
地
肘
折
に
集
結
し
ま
し
た
。
こ

の
地
面
出
し
競
争
は
、
肘
折
小
中
学
校

で
28
年
間
続
い
た
雪
上
運
動
会
の
競
技

の
一
つ
で
し
た
が
、
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ｏ
ｈ
！
蔵
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
」
が
引
き
継
ぎ
、
名
物
競
技
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掘
る
場
所
を
決
め
る
た
め
行
わ
れ
る

予
選
会
「
ソ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
か
ら
競
技

が
ス
タ
ー
ト
。
柔
ら
か
く
な
っ
た
雪
の

状
態
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
て
し
ま
う
チ
ー

ム
が
続
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
法
螺

貝
の
合
図
と
と
も
に
参
加
者
は
掘
る
場

所
め
が
け
て
走
り
ぬ
け
て
い
き
ま
し
た
。

掘
る
場
所
に
つ
く
と
、
ど
の
チ
ー
ム
も

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
と
ス
コ
ッ
プ
を
駆
使
し

地
面
を
目
指
し
ま
す
。
優
勝
し
た
「
チ

ー
ム
由
良opo

」
の
齊
藤
透
さ
ん
（
鶴

岡
市
）
は
「
優
勝
ま
で
苦
節
７
年
。
前

大
会
で
３
位
に
な
れ
た
こ
と
が
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。
今
年
は
ざ
ら
め
雪
で
重

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
積
雪
深
は
２
３
９
セ
ン
チ
。

全
て
の
チ
ー
ム
が
地
面
の
土
を
掘
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
肘
折

に
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
３
月
３
日（
日
）、
中
央
公
民
館
で
第

39
回
健
康
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
「
歯
っ
ぴ
ー
で 

お
い
し

く
食
べ
て 
豊
か
な
人
生
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
４
５
０
人
も
の
方
が
来
場
し
、
会

場
を
う
め
つ
く
す
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
つ
ど
い
で
は
、

村
内
３
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
元
気
い

っ
ぱ
い
の
お
遊
戯
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
俳
優
の
中
尾
彬
さ
ん
と

女
優
の
池
波
志
乃
さ
ん
に
よ
る
「
豊
か

な
人
生
の
た
め
の
健
康
ラ
イ
フ
」
と
題

し
た
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
夫
妻
は
、
夕
食
の
際
に
は
今
日

の
出
来
事
や
旅
行
の
思
い
出
な
ど
色
々

な
話
を
す
る
こ
と
が
仲
良
し
の
秘
訣
、

そ
し
て
お
互
い
を
想
い
あ
っ
て
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
終
活
に
つ
い
て
は
、
楽
し
く
お
も

し
ろ
く
取
り
組
む
こ
と
が
コ
ツ
と
の
こ

と
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
口
腔
衛
生
優
秀
者
と

し
て
３
歳
児
の
部
で
15
名
、
就
学
児
の

部
で
13
名
、
中
学
生
の
部
で
12
名
、
３

歳
児
口
腔
衛
生
優
秀
者
の
母
親
の
部
で

３
名
の
み
な
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍

さ
れ
た
５
名
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ

栄
光
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

第10回 地面出し競争World Cup in 肘折第39回 健康のつどい　歯っぴーで おいしく食べて 豊かな人生
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Village  Topics Village  Topicsむらのわだいをお届けします

中 学生による除雪ボランティア
　２月15日(金)、大蔵中学校全生徒が雪かきに困っ
ている民家などの除雪ボランティアを行いました。生
徒たちは、自宅からスノーダンプやスコップを持ち寄
り、雪かき作業をしました。早坂翔

と

空
あ

くん(白須賀)は
「屋根の下の雪をかいて、家の中に光が入るようにし
た。足がぬかって大変だった」と話し、早坂雅

み や

妃
び

さん
(白須賀)は「自分の身長よりも高く積まれた雪をかい
た。お家の方からは『ありがとさま』と声をかけられ
嬉しかった」と話してくれました。

ま まちゃん工房へアイディアを提案
　３月12日（火）、村内で惣菜やお菓子の製造をして
いる「ままちゃん工房おおくら」へ大蔵中学校生徒がア
イディア提案を行いました。中学生が「美しい村プロ
ジェクト2018」の中でレシピ開発を行い、そのレシ
ピを提案したものです。生徒を代表し、大鳥采

こ と

音
ね

さん
（清水三）と松田亜美さん（季の里）が提案と意見交換を
行い「自分たちが考えて作ったものが商品化されれば、
すごいことだと思った。しかし、販売までの道のりの
厳しさも今回教えてもらった」と話してくれました。

木 に親しむ あたたかみのある木製遊具
　村内の３つの保育所へ木製の遊具が設置されました。
これは、山形県みどり豊かな森林環境づくり推進事業
交付金を活用し実施されたもので、幼少期から木と触
れ合うことで豊かな心をはぐくむことを目的としてい
ます。木製の遊具は村内の大工さんが杉材を利用して
制作しました。遊具をみた子どもたちは興味深々の様
子で、次々に遊んでいました。三原悠

ゆ う

人
と

くん（赤松）は
「ビー玉いっぱい転がすよ。どこまで転がるかな～」
と楽しそうに話してくれました。

雪 を楽しむ！タイからたくさんの観光客
　３月21日(木)、みちのくインバウンド推進協議会
主催のツアーが行われ、タイからの観光客約200名が
湯の台スキー場でスノーアクティビティーを体験しま
した。参加者たちはスノーモービルの乗車、スノーバ
ナナボート、チューブスライダー、ソリの４つの体験
を行いました。男性の参加者は「日本には７回ほど来
ている。スピード感を味わえたスノーモービル乗車体
験が一番楽しめた。雪も山もきれいで、それらの融合
した景色が美しいと感じた」と話してくれました。

▲ 重たい雪にも負けない若いパワー！

▲ 波々にけずられた滑り台に次々にビー玉を転がす子どもたち

▲ 雪上でのバナナボートを楽しむ参加者

▲ 制作したレシピのフリップを手に提案を行いました

VILLAGE NEWS

やまがた攻めの米づくり日本一運動食味コンクールで
⻆川憲一さん（比良稲沢）が山形県知事賞を受賞

　平成30年度やまがた攻めの米づく
り日本一運動食味コンクールで⻆川
憲一さん（比良稲沢）がはえぬき部
門で最高賞となる山形県知事賞を受
賞しました。食味コンクールには県
内全域からつや姫・雪若丸・はえぬ
きの３種類の米が出展され、⻆川さ
んがはえぬき部門の頂点に輝きまし

た。最上地域での最優秀賞に続いて
の受賞となり、⻆川さんは「県審査
で受賞するとは思っておらず、嬉し
い限り。平年より収穫量は落ちたが、
その分、粒ぞろいのよい米ができた。
これからも続けられる限り、米づく
りに励んでいきたい」と受賞の喜び
を語ってくれました。

平成30年度自治功労者表彰式及び
卓越技能者顕彰式

● 表彰状受賞者
佐藤　勝さん（滝の沢）	 村議会議員を11年8か月務める
海藤　邦夫さん（清水二）	 村議会議員を11年8か月務める
有馬　眞裕さん（清水二）	 保護司を20年1か月務める
大竹　和也さん（白須賀）	 大蔵中学校へ多額のご寄付
村上　美晴さん（千葉県）	 村に多額のふるさと納税
● 感謝状受賞者
鈴木　君德さん（大坪）	 村議会議長を3年8か月務める
加藤　忠己さん（白須賀）	 村議会議員を７年８か月務める
齋藤　美代子さん（烏川）	 食生活改善推進協議会長を10

年7か月務める
坂川　達志さん（新庄市）	 村に多額のふるさと納税
● 卓越技能顕彰者
八鍬　岩次郎さん（赤松）	 建築大工として通算66年9か月在職
國分　満廣さん（白須賀）	 建築大工として通算64年9か月在職

※在職期間は平成31年1月1日現在

　３月13日（水）、役場で平成30年度自治功
労者表彰式及び卓越技能者顕彰式が行われま
した。自治功労として村の発展にご尽力され
た９名の方が受彰されました。また、優秀な
技能者として２名の方が顕彰されました。誠
におめでとうございます。

大竹和也さん（白須賀）
大蔵中学校へ校訓の木製看板を寄贈
　大竹和也さん（白須賀）から大蔵中学校へ校訓
の木製看板を寄贈していただきました。この校訓
は、生徒が登校しはじめに目にする正面玄関に設
置されています。校訓の文字は、大山由起子校長
が手がけました。大竹さんは「健康が一番。中学
校生活を楽しくすごしてもらいたいという想いか
ら、校訓を寄贈しました」と話してくれました。
ご寄贈ありがとうございました。
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人
事
異
動
と
職
員
体
制

４
月
１
日
付
け
で
、
村
職
員
人
事
異
動
が
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村　長　加 藤 正 美　　副村長　安 彦 加 一　　教育長　有 馬 眞 裕

教 育 委 員 会
教 育 次 長 矢　口　真二郎
指 導 主 幹 高 橋 政 志
生 涯 学 習 主 査 佐　藤　美　輝
教育総務主査兼教育総務係長 早　坂　健　司
生 涯 学 習 係 長 早　坂　広　行
主 任 信 田 祐 作
主 任 小　林　大　輔
主 事 後　藤　和　也

大蔵小学校
調 理 師 田　中　二三代
調 理 師 笠　原　和　代

大蔵中学校
用 務 員 志　村　敏　子
調 理 師 小　屋　こづえ
調 理 師 横　山　沙　知

大蔵村診療所
診 療 所 長 荒　川　光　昭
歯 科 医 長 伊　藤　充　也
医 科 医 長 深　瀬　　　龍
事 務 長 小　野　秀　司
主 任 看 護 師 佐　藤　睦　子
主 任 看 護 師 渡　辺　美津代
主 任 看 護 師 若　槻　和　枝
看 護 師 伊　藤　　　葵
主任歯科技工士 竹　田　洋　之
歯 科 衛 生 士 山　下　こず絵
歯 科 衛 生 士 鈴　木　唯　加
歯科医療事務員 小　屋　喜代子
歯 科 助 手 安　彦　知　佳

選挙管理委員会（兼任）

書 記 長 滝　沢　恒　彦
書 記 中　島　輝　美
書 記 岡　部　雅　人
書 記 早　坂　直　彦
書 記 伊　藤　浩　司
書 記 八　鍬　むつ美
書 記 富　樫　由貴子

健 康 福 祉 課
課 長 国　分　浩　一
健康衛生主査兼健康衛生係長 羽 賀 明 美
福 祉 係 長 今　田　智　紀
主 任 五十嵐　千　絵
主 事 早 坂 優 範
主 任 保 健 師 早　坂　八千代
保 健 師 八　鍬　和　生
保 健 師 植　木　美　緒
健康福祉課付係長（社会福祉協議会）

井　上　沙　織

大蔵村保育所
保 育 所 長 小　内　仁　美
主 任 保 育 士 佐　藤　友　美
主 任 保 育 士 八 鍬 那 奈
保 育 士 髙 橋 陽 子
保 育 士 佐 藤 英 伸
保 育 士 笹 原 美 愛
保 育 士 高 橋 芽 生
保 育 士 鈴 木 理 沙
調 理 師 伊 藤 清 美
調 理 師 國 分 愛 子
調 理 師 安　彦　さやか
調 理 師 岩　渕　あゆみ

肘折保育所
（兼）保 育 所 長 小　内　仁　美
保 育 士 八 鍬 美 幸
保 育 士 佐 藤 裕 美
調 理 師 国　分　真理子

地 域 整 備 課
課 長 髙　山　和　広
課長補佐兼維持管理係長 東　谷　英　真
建 設 係 長 門　脇　　　毅
上 下 水 道 係 長 柴　田　浩　充
主 任 海　藤　俊　輔
主 任 須　田　　　純
主 事 森　　　友　宏
主 事 補 斎　藤　健　一

議 会 事 務 局
事 務 局 長 早　坂　勇　一

総 　 務 　 課
課　　　　　 長 滝　沢　恒　彦
政策推進主査兼政策推進係長 中　島　輝　美
総務主査兼総務係長 岡　部　雅　人
財 政 係 長 早　坂　直　彦
主 任 伊　藤　浩　司
主 任 八　鍬　むつ美
主 事 富　樫　由貴子
総務課付課長補佐
（最上広域市町村圏事務組合派遣）

田部井　英　俊

危 機 管 理 室
室長兼危機対策係長 佐　藤　利　男
室長補佐兼消防防災係長 佐 藤 克 也

住 民 税 務 課
課 長 長 南 正 寿
税 務 主 査 井 上 英 樹
税務主査兼税務係長 佐 藤 信 一
住民主査兼住民係長 八 鍬 充 教
国 保 年 金 係 長 齋　藤　祐　介
主 任 元　木　文　恵
主 任 佐　藤　寛　子
主 任 福　本　有希子
主 事 安　彦　七　海

産 業 振 興 課
課 長 越　後　　　享
農 政 主 査 若　槻　　　寛
農 地 係 長 八　鍬　　　弘
商 工 観 光 係 長 今　井　啓　之
農 政 係 長 三　原　伸　也
農 村 整 備 係 長 早　坂　和　洋
主 任 早　坂　洋　大
主 事 柿　崎　洋　一
主 事 横 山 鳳 夫
主 事 補 早　坂　　　蓮

会 　 計 　 室
会計管理者兼出納係長 鳴　海　由紀子
主 任 鈴 木 祐 一

安彦 知
ち

佳
か

（作の巻）
みなさんの歯の健康を支え
るために、笑顔で丁寧な仕
事を心がけていきます。よ
ろしくお願いします。

岩渕 あゆみ（合海）
子どもたちに大蔵村の給食
が一番おいしいと思っても
らえるようにがんばりま
す。

鈴木 理
り

沙
さ

（藤田沢）
自分が育った村で保育に携
われることが嬉しいです。
子どもたちにたくさんの愛
情を注いでいきたいです。

伊藤 葵
あおい

（合海）
みなさんの健康をサポート
していけるように、明るく
笑顔でがんばります。よろ
しくお願いします。

昇　　　任 新　　任 前　　任

八 鍬 充 教 住民税務課住民主査兼
住民係長 住民税務課税務係長

八 鍬 那 奈 大蔵村保育所主任保育
士（学童保育担当） 沼の台保育所保育士

福　本　有希子 住民税務課主任 教育委員会主事
須　田　　　純 地域整備課主任 会計室主事
五十嵐　千　絵 健康福祉課主任 健康福祉課主事
安 彦 七 海 住民税務課主事 住民税務課主事補

異　　　動 新　　任 前　　任

佐 藤 克 也 危機管理室室長補佐兼
消防防災係長

健康福祉課課長補佐兼
健康衛生係長

羽 賀 明 美 健康福祉課健康衛生主
査兼健康衛生係長

住民税務課住民主査兼
住民係長

佐 藤 信 一 住民税務課税務主査兼
税務係長

危機管理室消防防災主
査兼消防防災係長

鈴 木 祐 一 会計室主任 住民税務課主任
横 山 鳳 夫 産業振興課主事 地域整備課主事
伊 藤 清 美 大蔵村保育所調理師 沼の台保育所調理師

出　　　向 新　　任 前　　任
後 藤 和 也 教育委員会主事 産業振興課主事

新 規 採 用 新　　任
鈴 木 理 沙 大蔵村保育所保育士
伊　藤　　　葵 大蔵村診療所看護師
安 彦 知 佳 大蔵村診療所歯科助手
岩　渕　あゆみ 大蔵村保育所調理師

退　　　職 前　　任 平成31年3月31日付
鈴　木　二三子 大蔵村診療所歯科助手
土　田　慎一朗 健康福祉課主事

これからどうぞよろしくお願いします▍新規採用職員の紹介

▍人事異動
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第4次大蔵村総合計画を策定します
総務課 政策推進係　☎75-2111（内線214）

▶大蔵村総合計画
　総合計画は、将来における大蔵村のあるべき
姿と進むべき方向についての基本的な指針とな
る村政の最上位計画です。第３次大蔵村総合計
画（平成31年度まで）は「むら美しく・人い
きいき・キラリおおくら」をスローガンに掲げ
て実施されています。平成32年度からの第４
次大蔵村総合計画の策定にむけて動き出してい
ます。
▶第４次大蔵村総合計画策定にむけて
◦計画期間　
　平成32年～平成41年
◦計画策定にむけて
　村議会議員や各団体の委員、知識経験を有す
る18名で審議会を立ち上げ、総合計画の策定
に入りました。村民のみなさまの意見を計画に
反映するため、むらづくりアンケートや意見交
換を実施していきます。ご協力をお願いします。

地区代表のみなさんを紹介します
総務課 総務係　☎75-2111（内線211）

▶各地区の地区代表のみなさんです
　１年間よろしくお願いします。

熊　高 矢口　　智 塩 柿㟢　正敏
通　り 後藤　俊悦 柳　渕 伊藤冨士夫
白須賀 早坂竹千代 肘　折 大友　久士
上竹野 八鍬　　勲 金　山 菅野　　熟
比良稲沢 角川　順一 鍵金野 早坂　　充
藤田沢 鈴木貫太郎 豊　牧 長南　悦雄

桂 滝澤喜久治 滝の沢 佐藤　　勝
清水一 越後　静人 沼の台 佐藤　治義
清水二 長南　泰久 平　林 中島　一義
清水三 土屋　　徹 赤　松 加藤　孝三
清水台 佐藤　　誠 烏　川 斉藤　清一
合　海 矢作　俊郎 升　玉 八鍬　敏彦
作の巻 安彦　敏春 季の里 信田　春夫
大　坪 早坂　満昭

▶国民年金
　国民年金は、自分で働くことができる間にみん
なで保険料を出し合い、自分で働いて収入を得る
ことができなったときに年金を受け取り、生涯の
生活を維持していこうという考えでつくられたし
くみです。日本国内に住所のある20歳から60歳
未満のすべての人は国民年金に加入し、その保険
料を納めることが義務づけられています。年をと
ったときや病気やけがで障がいが残ったときに、
保険料を納めた期間に応じて年金を受け取ること
ができます。
▶平成31年度の国民年金保険料
　平成31年度の国民年金保険料は月額16,410円
です。日本年金機構が送付する納付書を使って、
銀行などの金融機関や郵便局のほか、コンビニエ
ンスストアで納めることができます。
　毎月の保険料は、翌月末日まで納めてください。
納付期限までに保険料を納めないと、障害基礎年
金や遺族基礎年金を受給できない場合があります
ので、ご注意ください。

▶保険料は前納（まとめて前払い）がお得です
国民年金保険料の前納制度を活用し現金でまとめ
て支払うと表のとおり割引があり、お得です。

納付方法 前納額 割引額
6か月前納  97,660円    800円
1年前納 193,420円  3,500円
2年前納 380,880円 14,520円

※ 2年前納で納付するためには手続きが必要です

▶国民年金種別の変更
　就職や退職、結婚などで国民年金種別が変更に
なった場合、その都度届出が必要ですので、忘れ
ずに手続きをしましょう。
▶国民年金種別の変更手続き時に必要なもの
　印鑑、保険証、年金手帳、社会保険・厚生年金
資格喪失連絡票などの資格喪失日のわかる書類、
マイナンバーカードをお持ちください。

平成31年度の国民年金保険料は月額16,410円
住民税務課 国保年金係　☎ 75-2103（内線263）

各委員の再任について
引き続きよろしくお願いします

（平成31年４月1日付再任）

▶監査委員
　再任　土屋徹さん（清水三）
　監査委員は、第三の独立した立場から村の事
務及び事業の執行が地方自治の本旨に基づいて
なされているかなどの観点から検査を行う委員
です。
▶固定資産評価審査委員
　再任　伊藤美恵子さん（清水三）
　固定資産評価審査委員は、中立的・専門的な
立場から固定資産台帳に登録された価格に関す
る不服の審査及び決定を行う委員です。
▶行政相談委員
　再任　今野邦代さん（白須賀）
　行政相談委員は、行政機関の業務に対する苦
情や要望等を皆さまより受け付け、相手機関の自
主的な改善にむけ働きかける仕事をしています。

診療所に深瀬龍先生が着任
これからよろしくお願いします。

▶深瀬先生よろしくお願いします
　４月１日に深瀬龍先生
が医科医長に着任されま
した。深瀬先生は山形市
のご出身で、これまで最
上町立病院、県立新庄病
院、県立中央病院に勤務
されてきました。よろし
くお願いします。

深瀬先生からのメッセージ 「０歳から100歳ま
で、骨の折れた人から心の折れた人まで、何で
も相談にのりますので、診療所まで顔を見にき
てください」
▶渡邉佑介先生ありがとうございました。
　渡邉佑介先生は３月31日をもって離任され
ました。４月からは県立中央病院に勤務されま
す。３年間ありがとうございました。

農事代表のみなさんを紹介します
産業振興課 農政係　☎75-2105（内線234）

▶各地区の農事代表のみなさんです
　１年間よろしくお願いします。

熊　高 矢口　　強 柳　渕 早坂　秀一
通　り 國分　　武 肘　折 横山　勇悦
白須賀 國分　光雄 金　山 結城　広行
上竹野 三條　竹美 鍵金野 早坂　敏雄
比良稲沢 柿㟢　昭一 豊　牧 長南建太郎
藤田沢 鈴木　　求 滝の沢 門脇　義美

桂 柿㟢　　寿 沼の台 佐藤　益美
清　水 海藤　一利 平　林 岡部　孝夫
合海 信田　正也 赤　松 五十嵐　寿

作の巻 国分　和男 烏　川 斉藤　勝則
大　坪 早坂　文夫 升　玉 八鍬　静雄

塩 小関　　篤

村制施行130周年の記念事業を実施します
総務課 総務係　☎75-2111（内線211）

▶村制施行130周年
　明治22年に、清水町村・合海町村・南山村・
赤松村が合併し、大蔵村が誕生しました。大蔵
村は、その明治22年に成立して以来、一度も
合併・分離・名称の変更を行っていません。山
形県内では大蔵村だけです。今年度、村制施行
130周年を記念し、11月3日の記念式典などさ
まざまな事業を実施していきます。
▶130周年記念のロゴマーク
　村の公式キャラクター「お
おくらくん」をモチーフに
村制施行130周年記念のロ
ゴマークができました。こ
のおおくらくんのロゴマー
クとともに村制施行130周
年をＰＲしていきます。
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INFORMATION お 知 ら せ

全国自治宝くじ発売中！
（ドリームジャンボ宝くじ）
　ドリームジャンボ宝くじが２種
類同時に4/26（金）まで販売してい
ます。宝くじ売り場またはイン
ターネットの宝くじ公式サイトで
ご購入ください。
　宝くじの収益は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われてい
ます。
□　問	山形県総務部財政課

☎023-630-2044
リサイクルプラザもがみの
開場日程について

　４月や５月の不燃ごみの搬入が
多くなることが予想されるため、
通常よりも開場日を多く設けまし
た。リサイクルプラザもがみへ直
接ごみを搬入する際は、分別と計
画的なごみ捨てへのご協力をお願
いします。
●休場日
　4/29（月）、5/6（月）、11（土）、
　18（土）、25（土）
　上記以外が開場日となります。
●取り扱いのごみ
　不燃ごみ、粗大ごみなど
●処理料金
　180円/10kg
□　問	リサイクルプラザもがみ

☎32-2042
協会けんぽからのお知らせ

平成31年度の保険料率が変わります
　全国健康保険協会（協会けんぽ）
山形支部の健康保険料率が平成31
年３月（４月納付分）より、10.04％

●受講料
　月額	2,000円
※開講式は4/15（月）18：00から行
います。
□　問□　申	最上地区国際交流協会事務局

☎22-3580
人権問題や悩みごとは
法務局へご相談ください

　山形地方法務局新庄支局では、
人権問題や悩みごとが解決できる
ように、人権擁護委員または法務
局職員がみなさまからの相談をお
受けしています。相談は無料で秘
密は厳守します。お気軽にご相談
ください。
●とき
　毎週月曜日・水曜日9：00～16：00
●場所
　山形地方法務局新庄支局
※電話での相談も受けつけています。
□　問	山形地方法務局新庄支局

☎22-7528
危険物取扱者・消防設備士の
免状をお持ちのみなさまへ

　危険物取扱者・消防設備士の義
務として、消防法令では免状交付
の日から10年以内ごとに写真の書
き換えをしなければならない規定
になっています。免状の期限を確
認のうえ、お手続きください。
※書換申請書は、消防試験研究セ
ンター山形支部、各消防本部、
県庁危機管理課、県総合支庁で
受け取ることができます。
□　問		（一財）消防試験研究センター
　山形支部	 ☎023-631-0761

から10.03％に引き下げとなりま
す。また、介護保険料率は1.57％
から1.73％へ引き上げとなります。
加入者の医療と健康を支えるため、
ご理解くださいますようお願いい
たします。
□　問	全国健康保険協会山形支部企画
総務グループ	 ☎023-629-7226
UIJターンによる就業を応援
移住支援金のお知らせ

　東京一極集中の是正及び地方の
担い手不足対策のため、U I Jター
ンにより地方で就業をする方を支
援します。
●要件
　東京23区（在住者または通勤
者）から山形県内に移住し、県が
選定した中小企業等に就業した方
●支援金
　世帯での移住　最大100万円
　単身での移住　最大60万円
※４月以降に移住・就業支援の
マッチングサイトを開設予定です。
□　問	役場総務課政策推進係　

☎75-2111（内線214）
最上地区国際交流会
中国語講座受講生募集

　2019年度の中国語講座の受講生
を募集しています。
●とき
　毎週月曜日
　初級18：00～ / 中級19：00～
●場所
　山形新聞最北総支社	会議室
●講師
　蛇塚	秀玲	氏

新庄市夜間休日診療所
新庄市保健センター内に開設

☎29-6300
●診療科目　内科・小児科
●受付時間
夜間診療（月～土曜）
18：30～21：00
休日診療（日曜・祝日・12/31～1/3）
8：30～11：30/13：00～16：30
●問合せ先
新庄市健康課健康推進室	☎22-2111

戸籍の窓 2月16日～
3月15日届出分

お悔やみ申し上げます
地　区 お名前（年齢） 世帯主

大　坪 加藤東三郎（86） 富　夫
塩 柿㟢キチエ（104） 昌　宏
藤田沢 鈴木　一男（91） 利　夫
※届出の際に、掲載希望の確認を行って
います。担当窓口にお申し出ください。

人のうごき 平成31年2月末現在
（　）は昨年同期

世帯数 1,067戸	 （1,086戸）
人　口 3,240人	 （3,329人）
　　男 1,605人	 （1,645人）
　　女 1,635人	 （1,684人）
出　生 男	 0人 女	 0人 計	 0人
死　亡 男	 2人 女	 1人 計	 3人
転　入 男	 0人 女	 1人 計	 1人
転　出 男	 6人 女	 4人 計10人

4月の予定

 4日（木） 大蔵村保育所入所式
 6日（土） 大蔵中学校入学式
 7日（日） 大蔵小学校入学式
11日（木） ヘルシーティース
12日（金） 育児相談
16日（火） 大蔵村長・村議会議員選挙告知日
16日（火） 行政相談
21日（火） 大蔵村長・村議会議員選挙投票日
28日（日） 大蔵中学校運動会

　らいおんのぼうやがあそびに
でかけるとむこうからはなのな
がいどうぶつがやってきました。
だあれかな？らいおんのぼうや
はぞうさんといっしょにおさん
ぽです。とてもたのしそうです。
つぎに、むこうからせなかにお
やまがふたつあるどうぶつがや
ってきます。だあれかな？
　親子でふれあいながら、どう
ぶつのあてっこをしてみてくだ
さいね。
●中央公民館でかりることができます
●読み聞かせ時間　２分

誌 今月の1冊 誌

「どうぶつだあれかな」
　文 はせがわさとみ　

絵 かきもとこうぞう

読んであげたい今月の1冊に
絵本とお話の会　フレデリック

	雪どけが進み、春の
訪れが早いと思って
いた矢先のなごり雪…

さて、今年も修了式と卒業式の取
材におじゃましてきました。大蔵中
学校の卒業式では卒業生からた
くさんの想いが話されました。先
生や家族への感謝の言葉、そして
仲間への感謝の言葉がありまし
た。義務教育を終え、これからは

別々の道を歩んでいくことになる
かと思います。私も撮影しながら、
みんなだったら大丈夫と心の中で
エールを送っていました。
　今月、おおくらくんのコーナー
はお休みです。というのも、雪どけ
が早かったせいか、おおくらくんは
「春休み」をとっています。おおく
らくんはどんな春休みを過ごして
いるのでしょうか。

編 集
後 記

▶小型家電にはさまざまな鉱物が含まれています
　小型家電には「ベースメタル」といわれる鉄や銅、貴金属の
金や銀、「レアメタル」といわれる希少な金属など様々な鉱物
が含まれており、これらは再資源化されます。

▶何が小型家電にあてはまるの？
　リサイクル家電以外のデジタ
ル家電が主なものです。
　電話機、ファクシミリ、携帯
電話、ビデオデッキ、ＣＤプレ
イヤー、ラジオ、ビデオカメラ、
カーステレオ、パソコン、ゲー
ム機、電子辞書などが小型家電となります。
※平成31年4月1日からキーボード、マウス、テンキーは「燃
やせないごみ」として取り扱うことになりました。

▶小型家電の出し方
　電話で小型家電の対象と
なるかご確認いただき、役
場健康福祉課窓口に直接お
持ちください。

 問合せ   役場健康福祉課 健康衛生係 ☎ 75-2104（内線271）

大蔵村環境衛生通信　vol.59
小型家電は役場健康福祉課窓口にお持ちください

今年は雪どけが早い
から、ぼくは長めの
春休み中～♪

（学研プラス）

◀最新の小型家電
　品目を確認する
　ことができます
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大蔵村保育所修了式

沼の台保育所終了式

大蔵小学校卒業式

大蔵中学校卒業式

肘折保育所修了式

旅立ちの春

卒園・卒業おめでとう
旅立ちの春

卒園・卒業おめでとう


